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◆
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】

平
成
29
年
10
月
19
日
〜
20
日

【
視
察
先
】

〇
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
役
場

〇
神
奈
川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
役
場

【
視
察
目
的
】

〇
地
域
未
来
塾
『
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
座
』
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〇
愛
川
健
康
の
ま
ち
宣
言
を
軸
に

町
民
総
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
参
加
議
員
】
林　

昌
子
・
飯
田

洋
司
・
石
川　

修
・
小
泉
輝
忠
・

竹
部
澄
雄

【
視
察
内
容
】

　

１
日
目
は
、
富
士
見
町
を
訪
れ

た
。

　

今
、
富
士
見
町
で
は
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
を
育
て
る
仕
組
み
づ

く
り
、
保
育
園
や
学
校
を
核
と
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を

め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
、
富
士
見

中
学
校
で
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
講
座
は
全
学
年

を
対
象
に
水
曜
の
放
課
後
に
実
施

し
て
い
る
『
夕
学
』
や
、
３
年
生

を
対
象
に
10
月
か
ら
３
月
ま
で
高

校
入
試
に
向
け
て
実
施
し
て
い
る

『
朝
学
』
な
ど
が
あ
り
、
平
成
28

年
度
は
合
計
３
３
３
７
人
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
る
。

　

２
日
目
の
愛
川
町
で
は
、
町
民

総
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
教
授
い

た
だ
い
た
。

　

愛
川
町
は
、
地
域
や
事
業
所
、

家
庭
で
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
自

主
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
28
年
７
月
に
愛
川
健
康

の
ま
ち
宣
言
を
行
い
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
開
始
や
、
愛
川
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
体
操
、
モ
デ
ル
地
区
健

康
づ
く
り
事
業
な
ど
に
よ
り
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

　

両
町
と
も
地
域
と
連
携
し
た
す

ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

浸
透
し
、
人
口
が
毎
年
増
え
、
自

治
体
規
模
も
膨
ら
ん
で
き
た
た

め
、
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
定
数
の
増
を
視
野
に

検
討
を
始
め
た
そ
う
だ
。

　

議
会
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
各

種
団
体
と
の
懇
談
会
を
複
数
開

催
、
本
会
議
の
ネ
ッ
ト
動
画
配
信

な
ど
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
を
痛
感

し
た
。

　

翌
日
は
、
山
梨
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
講
師
よ
り
経
験

に
基
づ
い
た
災
害
時
の
緊
急
対
応

や
簡
易
ト
イ
レ
の
作
り
方
等
を
体

験
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
右
往

左
往
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
備

え
の
重
要
性
を
改
め
て
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

◆
総
務
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】

平
成
29
年
10
月
５
日
〜
６
日

【
視
察
先
】

〇
長
野
県
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
役
場

〇
山
梨
県
中
央
市
「
山
梨
県
立
防

災
安
全
セ
ン
タ
ー
」

【
視
察
目
的
】

〇
議
会
改
革
調
査
に
お
い
て
、『
村
』

の
部
で
、
４
年
連
続
第
１
位
に

な
っ
て
い
る
南
箕
輪
村
の
議
会

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〇
防
災
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
地

域
防
災
』
に
つ
い
て

【
参
加
議
員
】
下
村　

宏
・
山
崎

幸
子
・
沼
﨑
光
芳
・
塚
本
光
司
・

松
村
広
志

【
視
察
内
容
】

　

１
日
目
、
南
箕
輪
村
役
場
で
議

会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
た
。

　

本
村
と
同
様
、
住
民
投
票
に
よ

り
平
成
の
大
合
併
を
せ
ず
自
立
を

選
択
、
そ
の
際
、
議
員
定
数
も
16

名
か
ら
10
名
に
減
ら
し
議
員
歳
費

の
削
減
を
図
っ
た
。
現
在
は
、
先

駆
け
て
行
っ
た
子
育
て
施
策
等
が

南箕輪村役場にて研修

愛川町役場にて研修

視

察

研

修

報

告
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穏
の
保
全
に
関
す
る
条
例
な
ど
に

よ
り
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
条
例
の
趣
旨
は
、
水
上
に
お

け
る
交
通
の
安
全
と
事
故
の
防
止

等
を
図
る
た
め
、
船
舶
の
航
法
や

酒
酔
い
操
縦
の
禁
止
、
各
種
大
会

等
の
開
催
の
許
可
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

各
条
例
の
運
用
に
係
る
山
中
湖

村
の
取
り
組
み
や
、
山
梨
県
及
び

警
察
署
と
の
連
携
、
役
割
分
担
、

両
条
例
に
よ
る
効
果
と
運
用
上
の

問
題
点
、
各
種
ト
ラ
ブ
ル
等
非
常

に
難
し
い
問
題
が
あ
る
こ
と
を
理

解
で
き
た
。

　

霞
ヶ
浦
に
お
い
て
も
、
湖
面
は

自
由
水
面
で
誰
が
使
っ
て
も
よ
い

こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
非
常

に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

◆
経
済
建
設
常
任
委
員
会

【
視
察
日
】

平
成
29
年
10
月
12
日
〜
13
日

【
視
察
先
】

〇
山
梨
県
下
水
道
公
社
「
釜
無
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
」

〇
山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
役
場

【
視
察
目
的
】

〇
計
画
的
な
処
理
施
設
増
設
に
つ

い
て

〇
山
中
湖
の
水
上
安
全
や
静
穏
の

保
全
に
つ
い
て

【
参
加
議
員
】
椎
名
利
夫
・
岡
沢

　

清
・
小
泉
嘉
忠
・
葉
梨
公
一

【
視
察
内
容
】

　

処
理
人
口
増
加
に
伴
う
段
階
的

な
施
設
増
設
に
つ
い
て
韮
崎
市
等

７
市
町
の
汚
水
を
一
括
処
理
す
る

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

た
。
終
末
処
理
場
と
し
て
、
平
成
５

年
４
月
に
供
用
を
開
始
し
、
そ
の

後
、
流
入
量
の
増
加
に
よ
り
段
階

的
に
増
設
を
行
い
現
在
８
基
で
運

用
し
て
お
り
、
汚
水
は
標
準
活
性

汚
泥
法
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
た
。

　

翌
13
日
は
山
中
湖
村
役
場
に
お

い
て
山
中
湖
の
水
上
安
全
や
静
穏

の
保
全
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

山
中
湖
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

富
士
五
湖
水
上
安
全
条
例
・
同
静

山中湖村役場にて研修

◆
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

【
視
察
日
】

平
成
29
年
10
月
31
日
〜
11
月
２
日

【
視
察
先
】

〇
熊
本
県
熊
本
市
議
会
事
務
局

〇
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

〇
佐
賀
県
武
雄
市
図
書
館

【
参
加
議
員
】
石
川　

修
・
小
泉

嘉
忠

【
視
察
内
容
】

　

災
害
発
生
時
の
し
尿
処
理
施
設

の
対
応
や
議
会
議
員
の
役
割
や
対

応
に
つ
い
て
、
昨
年
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
熊
本
県
熊
本
市
や

熊
本
県
に
あ
る
有
明
広
域
行
政
事

務
組
合
で
当
時
の
状
況
等
に
つ
い

て
研
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
組
合
及
び
構
成
市
町
村
で
の
災

害
対
策
の
参
考
と
す
る
。

熊本市役所にて研修

　

ま
た
、
有
明
広
域
行
政
事
務
組

合
は
複
合
的
一
部
事
務
組
合
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
複
合
的
一
部
事
務

組
合
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
研
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
組
織

運
営
の
参
考
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

図
書
館
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

武
雄
市
図
書
館
の
視
察
研
修
を
行

い
、
構
成
市
町
村
の
教
育
行
政
の

参
考
と
す
る
。

　

熊
本
市
議
会
事
務
局
と
し
て

は
、
地
震
発
生
後
通
信
状
態
が
悪

く
、
議
員
の
安
否
確
認
に
時
間
を

要
し
た
が
、
連
絡
に
通
信
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）

利
用
が
大
変
便
利
で
有
効
な
ツ
ー

ル
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

有明広域行政事務組合にて
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◆
美
浦
村
議
会
議
員
会

【
視
察
日
】

平
成
29
年
11
月
15
日
〜
17
日

【
視
察
先
】

〇
沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
役
場

〇
沖
縄
県
嘉
手
納
町
「
道
の
駅
か
で
な
」

〇
沖
縄
県
国
頭
郡
宜
野
座
村
「

Ｔ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」

【
視
察
目
的
】

〇
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
の
活
性

化
及
び
さ
ら
な
る
村
政
の
推
進

の
た
め
、
先
進
地
を
視
察
、
研

修
し
知
見
を
深
め
今
後
の
議
論

の
参
考
に
す
る
。

【
参
加
議
員
】
参
加
13
名
【
欠
席

１
名
】

【
視
察
内
容
】

　

北
中
城
村
は
、
女
性
長
寿
日
本

一
の
村
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て

い
る
。
長
寿
の
要
因
と
し
て
北
中

城
村
の
高
齢
者
は
、
食
事
・
運
動
・

休
養
・
環
境
・
風
土
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
な
に
よ
り
人
と
人
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
・
支
え
あ
い
の
大
切

さ
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
社
会

活
動
へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
沖
縄
県
は
20
歳
か
ら

65
歳
の
死
亡
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
い
う
大
き
な
課
題
も
あ
る
。

　

男
女
と
も
に
長
寿
日
本
一
の
村

を
目
指
し
、
健
康
で
長
寿
を
応
援

す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
た
。

　

宜
野
座
村
「

Ｔ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」
は
、
日
本
で
最

初
の
本
格
的
公
設

Ｄ
Ｃ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）

を
備
え
た
施
設
で
あ
り
、
企
業
誘

致
、
雇
用
の
創
出
な
ど
大
い
に
本

村
の
参
考
に
な
っ
た
。

　

「
道
の
駅
か
で
な
」
は
、
展
望

台
か
ら
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
が
一

望
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
活
か

し
た
地
域
拠
点
の
地
で
あ
り
、
修

学
旅
行
生
な
ど
観
光
客
を
溢
れ
ん

ば
か
り
集
客
し
て
お
り
、
大
変
な

賑
わ
い
だ
っ
た
。

　

火
災
を
は
じ
め
複
雑
多
様
化
す

る
様
々
な
災
害
か
ら
、
市
民
と
郷

土
を
守
る
た
め
、
消
防
力
の
向
上

と
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
幅
広
い

活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

　

土
砂
災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
23
年
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
那
智
勝

浦
町
に
、
和
歌
山
県
が
土
砂
災
害

に
関
す
る
研
究
及
び
啓
発
の
拠
点

と
な
る
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ

た
。
１
階
で
パ
ネ
ル
や
映
像
を

使
っ
た
土
砂
災
害
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
い
、
２
階
に
は
、
国
の

大
規
模
土
砂
災
害
対
策
技
術
セ
ン

タ
ー
・
大
規
模
土
砂
災
害
対
策
研

究
機
構
が
あ
り
、
土
砂
災
害
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
い
た
。

　

那
賀
消
防
組
合
は
、
消
防
本
部

庁
舎
内
に
災
害
対
策
の
中
核
施
設

と
し
て
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
や
予
防
、
救
急
研
修
、
体
験

等
災
害
に
備
え
た
諸
機
能
を
有
し

た
防
災
セ
ン
タ
ー
を
平
成
５
年
６

月
に
開
館
し
た
。
市
民
の
防
火
・

防
災
・
救
急
等
の
研
修
施
設
と
し

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
活

用
さ
れ
て
お
り
、
市
民
参
加
の
啓

発
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

◆
稲
敷
地
方
広
域
事
務
組
合

【
視
察
日
】

平
成
29
年
11
月
８
日
〜
10
日

【
視
察
先
】

〇
三
重
県
津
市
消
防
本
部

〇
和
歌
山
県
土
砂
災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー

〇
和
歌
山
県
那
賀
消
防
組
合

【
視
察
目
的
】

〇
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
よ
り
一
層
の
進
展
と
広

域
行
財
政
の
効
率
化
に
資
す
る

た
め
、
組
合
議
会
に
よ
る
視
察

研
修
を
行
う
。

【
参
加
議
員
】
林　

昌
子
・
飯
田

洋
司

【
視
察
内
容
】

　

津
市
消
防
は
、
平
成
18
年
１
月
、

10
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
新
し
い

津
市
消
防
と
し
て
発
足
し
た
。

津市消防本部にて研修

北中城村役場にて研修


